
イチゴ「あまおう」の栽培支援システムの開発

総収量予測モデルを作成し、最適な栽培管理を提案するシステムを

開発しました。

（野菜部）

成果の内容

背 景
安定して高い収量を確保するために、最適な栽培管理を支援するシステムが
必要でした。

環境モニタリングシステムに導入することで、
携帯端末でも利用可能

センサー

クラウド

サーバー
（データベース化）予測モデルに

より総収量を
予測

環境データを
サーバーに送信

データ可視化
栽培支援

栽培管理

生育データを入力

12月と１月の
生育データを
Excelに入力

収量予測と同時に

今後の栽培管理を

提案

11・12月のハウス内

環境データ(気温など)も

併せて入力

→過去のハウス環境に

対する改善点を表示


